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会議録・令和７年９月２２日第３回定例会（最終日） 

 

 １．招 集 の 年 月 日  令和７年８月２６日 

 ２．招 集 の 場 所  明和町議会議場 

 ３．開     会  ９月２２日 午前９時００分 議長宣告 

 ４．応 招 議 員  １４名 

   １番  江   京 子       ２番  田 邊 ひとみ 

   ３番  北 岡   泰       ４番  中 井 啓 悟 

   ５番  瀬 田   萌       ６番  綿 民 和 子 

   ７番  奥 山 幸 洋       ８番  新 開 晶 子 

   ９番  松 本   忍       10番  山 本   章 

   11番  宇 田 雅 行       12番  髙 橋 浩 司 

   13番  下 井 清 史       14番  □ 井 成 人 

 ５．不 応 招 議 員 

   なし 

 ６．出 席 議 員 

   １４名 

 ７．欠 席 議 員 

   なし 

 ８．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

議 会 事 務 局 長 松 井 友 吾   

議 会 書 記 山 本 歩 美 田 所 和 幸  

 ９．地方自治法第１２１条による説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 下 村 由美子 副 町 長 髙 木 謙 治 

教 育 長 下 村 良 次 総 務 課 長 朝 倉 正 浩 

防 災 安 全 課 長 荒 木 隆 伯 税 務 課 長 西 尾 仁 志 

まちづくり戦略
課     長 中 井 清 央 

斎宮跡・文化観
光 課 長 森 下  純 
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会計管理者（兼）会計課長 椿   ゆかり 産 業 振 興 課 長 肥留間   誠 

建 設 課 長  兼 
上 下 水 道 課 長 西 尾 直 伸 こ ど も 課 長 家 城 和 司 

福祉総合支援課
長 稲 浦  満 住民ほけん課長 日 置 加奈子 

生 活 環 境 課 長 丹 合 信 隆 教 育 課 長 西 村 正 樹 

小 学 校 区 編
制 推 進 室 長 中 瀬 基 司   

 

１０．会議録署名議員 

   １番  江   京 子      ２番  田 邊 ひとみ  

１１．議事日程 

   日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

   日程第 ２ 発議第 ５号 子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に 

                関わる制度の拡充を求める意見書 

   日程第 ３ 発議第 ６号 教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行 

                および教職員定数改善計画の策定・実施と教 

                育予算拡充を求める意見書 

   日程第 ４ 発議第 ７号 防災対策の充実を求める意見書 

   日程第 ５ 発議第 ８号 義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見 

                書 

   日程第 ６ 一括上程した議案について 

         議案第７０号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第２号） 

         議案第７１号 令和７年度明和町介護保険特別会計補正予算 

                （第１号） 

         議案第７２号 令和７年度明和町水道事業会計補正予算（第 

                １号） 

   日程第 ７ 一括上程した議案について（決算特別委員長報告） 

         認定第 １号 令和６年度明和町一般会計歳入歳出決算認定 

         認定第 ２号 令和６年度明和町斎宮跡保存事業特別会計歳 
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                入歳出決算認定 

         認定第 ３号 令和６年度明和町国民健康保険特別会計歳入 

                歳出決算認定 

         認定第 ４号 令和６年度明和町住宅新築資金等貸付事業特 

                別会計歳入歳出決算認定 

         認定第 ５号 令和６年度明和町介護保険特別会計歳入歳出 

                決算認定 

         認定第 ６号 令和６年度明和町後期高齢者医療特別会計歳 

                入歳出決算認定 

         認定第 ７号 令和６年度明和町水道事業決算認定 

         認定第 ８号 令和６年度明和町下水道事業決算認定 

   日程第 ８ 議案第７３号 令和７年度 総体－２ 総合体育館運営管理 

                事業Ｄｒｅａｍオーシャン総合体育館長寿命 

                化天井改修工事 請負契約 

   日程第 ９ 議案第７４号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第３号） 

   日程第１０ 議員派遣の件 

   日程第１１ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（総務産業常任委員会） 

   日程第１２ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（教育厚生常任委員会） 

   日程第１３ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（議会改革特別委員会） 

   日程第１４ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（小学校建設等調査特別 

         委員会） 

   日程第１５ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（議会運営委員会） 
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─────────────────────────────────────────── 

（午前 ９時 00分） 

◎開議の宣告 

 

○議長（□井 成人） おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は14人であります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第３回明和町議会定例

会第14日目の会議を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  日程につきましては、お手元の日程表により進めたいので、よろしくお願い

します。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名について 

 

○議長（□井 成人） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」については、会議

規則第126条の規定により、議長から指名します。 

          １番  江   京 子 議員 

          ２番  田 邊 ひとみ 議員 

 の両名を指名いたします。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第５号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第２ 発議第５号 子どもの貧困対策の推進と就
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学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書を議題とします。 

  お諮りします。 

  この意見書につきましては、会議規則第39条第２項の規定により、提案理由

の説明を省略したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、提案理由の説明を省略します。 

  これから質疑を行います。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで発議第５号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

  これから採決を行います。 

  発議第５号 子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充

を求める意見書を採決します。 

  発議第５号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  これをもって採決を確定します。 
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  賛成全員です。 

  したがって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

  早速、関係機関に送付します。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第６号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第３ 発議第６号 教職員の欠員を速やかに解消す

る施策の実行および教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める

意見書を議題とします。 

  お諮りします。 

  この意見書につきましては、会議規則第39条第２項の規定により、提案理由

の説明を省略したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、提案理由の説明を省略します。 

  これから質疑を行います。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで発議第６号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり
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ます。 

  これから採決を行います。 

  発議第６号 教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行および教職員定数

改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書を採決します。 

  発議第６号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  賛成全員です。 

  したがって、発議第６号は原案のとおり可決されました。 

  早速、関係機関に送付します。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第７号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第４ 発議第７号 防災対策の充実を求める意見書

を議題とします。 

  お諮りします。 

  この意見書につきましては、会議規則第39条第２項の規定により、提案理由

の説明を省略したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、提案理由の説明を省略します。 

  これから質疑を行います。 
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  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで発議第７号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

  これから採決を行います。 

  発議第７号 防災対策の充実を求める意見書を採決します。 

  発議第７号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ、押し間違いはございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  賛成全員です。 

  したがって、発議第７号は原案のとおり可決されました。 

  早速、関係機関に送付します。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第８号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第５ 発議第８号 義務教育費国庫負担制度の充実

を求める意見書を議題とします。 

  お諮りします。 
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  この意見書につきましては、会議規則第39条第２項の規定により、提案理由

の説明を省略したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、提案理由の説明を省略します。 

  これから質疑を行います。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで発議第８号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

  これから採決を行います。 

  発議第８号 義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書を採決します。 

  発議第８号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  賛成全員です。 

  したがって、発議第８号は原案のとおり可決されました。 

  早速、関係機関に送付します。 
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─────────────────────────────────────────── 

 

◎一括上程した議案について 

 

○議長（□井 成人） 日程第６ 一括上程した議案について、 

  議案第70号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第２号） 

  議案第71号 令和７年度明和町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  議案第72号 令和７年度明和町水道事業会計補正予算（第１号） 

 を議題とします。 

  この件につきましては、既に詳細の説明が終わっておりますので、本日は質

疑から行います。 

  まず、議案第70号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第２号）の質疑を

行います。 

  歳出から行います。 

  予算に関する説明書、令和７年度一般会計予算説明書の11ページ、第２款・

総務費から、14ページ、第12款・諸支出金までの歳出全般で質疑を行います。 

  質疑される方はございませんか。 

  ７番、奥山議員。 

○７番（奥山 幸洋） ふるさと納税と基金の考え方について、お伺いします。 

  今回、ふるさと納税の駆け込み需要による寄附金５億円の見込み、また返礼

品や手数料、関連経費で２億8,288万5,000円の追加がされています。 

  ９月末のポイント付与の廃止に伴う駆け込み需要ということで、どの程度寄

附額を根拠に算定されたのか、５億円みられているわけですが、そこら辺のと

ころの根拠と、また、この５億円、需要の集中に対する業務体制の物流のリス

クも考えられますので、そこら辺はどのように考えてみえるのかということを

教えていただきたいと思います。 

  もう１点は、今回ふるさと納税の改正や寄附の減少など、リスクの顕著化し
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た場合、基金がどのように活用して収支を安定化させるのか、というところに

ついてお聞かせ願いたいと思います。 

  それから、もう一つは、前年度の繰越金８億2,362万5,000円を計上して、単

年度収支の平準化を図っておられますが、これは一時的要因と考えますが、ま

た３億円程度は、小学校建設費事業は含まれると思います。 

  質問としまして、今後、景気の変動や災害など繰越金が減少した場合に、ど

のような財源策を検討されているのかお伺いします。 

  もう一つは、今後の中長期の財政運営において、基金残高繰越金単年度収支

のバランスを、どのような数値で管理されるのかをお教えください。 

  以上です。 

○議長（□井 成人） まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（中井 清央） ご質問いただいた内容で、まずふるさと

納税の根拠の部分ですけれども、今回、寄附の５億円の追加補正というところ

で、前回のふるさと納税のルールの改変があったのが、２年前の令和５年度に

あったんですけれども、その時の９月の駆け込み需要の部分が、その前年度の

大体約５倍くらいの需要があったということから、この７年度、今回ポイント

廃止というと、前回よりもちょっと大きいのかなというところもございまして、

去年でいいますと、令和６年９月で約8,000万くらいございますので、その５

倍くらいと一応考えて、余分も見て５億円ということで、計上させていただき

ました。 

  あと、基金の安定化であったりとか、繰越しの平準化の部分であったり、ま

たこのバランス、そのあたりのバランスをどうしていくかという質問に関して

ですけれども、今現在、財政健全化プランというのを令和７年度末までで立て

てございます。その中で、基金を10億円以上確保しようとかという部分ももち

ろんございます。ただ、そのあたり、奥山議員おっしゃるように、令和７年度

以降の財政プランに関してですけれども、その辺もバランスも見ながら、実際

に基金が減らないようにはもちろんすべき話なんですけれども、どういったら
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歳出の事業の見直しであったりとか、歳出の抑制であったり、また歳入のほう、

ふるさと納税寄附とかの確保も含めて、しっかりとその辺を考えながら、財政

プランのビジョンのほうを立てていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（□井 成人） 奥山議員。 

○７番（奥山 幸洋） ふるさと納税につきましては、昨年の９月寄附実績のベ

ースライン化ということでお聞きをさせていただきました。ここら辺の財政運

営の安定化については、課長の考え方と私の思っているのと一致をしていると

いうか、そのような考え方で進めていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（□井 成人） 他に質疑をされる方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで歳出全般の質

疑を終わります。 

  続きまして、７ページから10ページの歳入全般及び議案書の39ページ、第２

表・債務負担行為補正、40、41ページ、第３表・地方債補正を併せてお願いし

ます。 

  質疑される方はございませんか。 

○議長（□井 成人） 奥山議員。 

○７番（奥山 幸洋） 歳入では、増収分のうち、半分２億5,000万円がふるさ

と寄附基金に積立てし、さらに財政調整基金の５億2,310万円決算剰余金が計

画されております。 

  これを見ますと、計画的な配分割合と考えますので、今後の基金残高をどの

ような水準まで維持すべきという目標を持ってみえたら、お伺いします。お願

いいたします。 

○議長（□井 成人） まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（中井 清央） 基金の水準の部分ですけれども、今現在、
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新しい財政プラン検討中でございまして、今の令和７年度末の基準で言います

と、先ほどちょっと答弁にもあったように、10億円というのをまず確保すると

いうところで、今考えております。ただ、財政調整基金10億円という目標もあ

るんですけれども、ふるさと寄附基金という別である基金が、ちょっと減って

いるような状況ですので、そういうところも合わせながら、しっかりと基金の

ほうの確保も務めてまいりたいと思います。 

○議長（□井 成人） ７番、奥山議員。 

○７番（奥山 幸洋） そのような考え方で進めていただきたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。 

○議長（□井 成人） 他に質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで議案第70号の

質疑を終わります。 

  続きまして、議案第71号 令和７年度明和町介護保険特別会計補正予算（第

１号）の質疑を行います。 

  質疑は歳入歳出全般でお願いします。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで議案第71号の

質疑を終わります。 

  続きまして、議案第72号 令和７年度明和町水道事業会計補正予算（第１号）

の質疑を行います。 

  質疑は収入支出全般でお願いします。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで議案第72号の

質疑を終わります。 
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  以上で、一括上程した各議案の質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論は、一括上程した全議案を対象に行います。 

  一部の議案についてのみ討論される方は、議案名を明確にした上で討論され

るようお願いします。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第70号の採決 

 

○議長（□井 成人） これから一括上程した各議案の採決を行います。 

  まず、議案第70号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 

  議案第70号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、議案第70号は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第71号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、議案第71号 令和７年度明和町介護保険特
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別会計補正予算（第１号）を採決します。 

  議案第71号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、議案第71号は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第72号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、議案第72号 令和７年度明和町水道事業会

計補正予算（第１号）を採決します。 

  議案第72号について、原案のとおり可決することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、議案第72号は原案のとおり可決されました。 

  以上で、一括上程した各議案の採決を終わります。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎一括上程した議案について（決算特別委員会報告） 

 

○議長（□井 成人） 日程第７ 一括上程した議案について、 

  認定第１号 令和６年度明和町一般会計歳入歳出決算認定 

  認定第２号 令和６年度明和町斎宮跡保存事業特別会計歳入歳出決算認定 
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  認定第３号 令和６年度明和町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第４号 令和６年度明和町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決 

        算認定 

  認定第５号 令和６年度明和町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第６号 令和６年度明和町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第７号 令和６年度明和町水道事業決算認定 

  認定第８号 令和６年度明和町下水道事業決算認定 

 を議題とします。 

  この件につきましては、会期中の決算特別委員会で審査をいただいておりま

すので、これより決算特別委員会委員長報告を求めます。 

  奥山幸洋委員長、登壇願います。 

（決算特別委員会委員長 奥山 幸洋 登壇） 

○決算特別委員会委員長（奥山 幸洋） 令和７年９月22日 

                   明和町議会議長 □井 成人様 

                   決算特別委員会委員長 奥山 幸洋 

  決算特別委員会審査報告書。 

  本委員会に付託されました令和６年度明和町一般会計歳入歳出決算外５件の

特別会計の歳入歳出決算と水道事業決算及び下水道事業決算は、審査の結果、

各会計とも認定するべきものと決定しましたので、会議規則第77条の規定によ

り報告します。 

１．付託案件 

  認定第１号 令和６年度明和町一般会計歳入歳出決算認定 

  認定第２号 令和６年度明和町斎宮跡保存事業特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第３号 令和６年度明和町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第４号 令和６年度明和町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決 

        算認定 

  認定第５号 令和６年度明和町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 
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  認定第６号 令和６年度明和町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

  認定第７号 令和６年度明和町水道事業決算認定 

  認定第８号 令和６年度明和町下水道事業決算認定 

２．付託年月日 

  令和７年９月11日 

３．審査年月日 

  令和７年９月17日・18日 

４．委員会出席者 

  委員12名、議長 

  説明のための出席者 町長、副町長、教育長 

            各課長、局長、室長及び係長等、監査委員２名 

５．審査の概要 

  付託された８件の会計決算の内容は、「歳入歳出決算事項別明細書及び実質

収支に関する調書」「施策の成果及び執行実績」などの資料及び監査委員より

提出されています意見書も参考に、審査を進めることといたしました。 

  なお、決算特別委員会における質疑等の内容につきましては、各会議録が作

成されますことから、報告を省略させていただきます。 

６．討議 

  討議される方はありませんでした。 

７．採択 

  こちらにつきましては、付託案件を省略して報告をさせていただきます。 

  採決に関しましては、 

  認定第１号［多数賛成で原案認定］ 

  認定第２号［全員賛成で原案認定］ 

  認定第３号［多数賛成で原案認定］ 

  認定第４号［全員賛成で原案認定］ 

  認定第５号［多数賛成で原案認定］ 



－280－ 

  認定第６号［多数賛成で原案認定］ 

  認定第７号［全員賛成で原案認定］ 

  認定第８号［全員賛成で原案認定］ 

  以上で、決算特別委員会に付託されました事件の審査結果の報告を終わりま

す。 

○議長（□井 成人） 奥山幸洋委員長の報告が終わりました。 

  委員長報告に対し、補足説明をされる方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 補足の説明をされる方がないようですので、これから委

員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで質疑を終わり

ます。 

  これから討論を行います。 

  討論は、一括上程した全議案を対象に行います。 

  一部の議案についてのみ討論される方は、議案名を明確にした上で討論され

るようお願いします。 

  討論される方はございませんか。 

  ２番、田邉議員。 

○２番（田邊 ひとみ） ただいま一括上程されました議案のうち、令和６年度

明和町一般会計、令和６年度明和町国民健康保険特別会計、令和６年度明和町

介護保険特別会計、令和６年度明和町後期高齢者医療特別会計の決算認定につ

いて、反対の立場から討論をします。 

  一般会計から申し上げます。 

  まず、厳しい財政状況の下、様々な角度より施策の執行に努力された点につ

いては評価をしたいと思います。今後とも一層の努力が必要とされる状況では



－281－ 

ありますが、引き続き、住民福祉の向上のための行政運営の継続を求めます。 

  当予算の審議の際に反対をしました、マイナンバーカード関連について申し

上げます。本年４月に、マイナンバー法等改定案が可決をしましたが、日本共

産党はこの法案に反対の立場です。法の改定により、マイナンバーの利用事務

を拡大し、その事務に関して、住民基本台帳ネットワークシステムから、本人

確認情報の提供を可能とします。司法書士など国家資格関連の44の業務や、在

留カードの交付など、12業務においてマイナンバーの利用が可能となります。 

  あらゆる情報を、マイナンバーにひもづけしようとする意図が表れており、

ひも付く情報が増えれば、マイナポータル上での大量の個人情報が一気に漏洩

する恐れがあるため、認めることはできないという立場です。 

  また、国家資格においては、同システムで各種資格を電子化した、デジタル

資格者証を取得することも可能となっております。デジタル資格証においては、

正確なＵＲＬの確認や、資格所有者の本人の確認も必要となり、デジタルに不

慣れな方などがなりすましを見抜けず、詐称や詐欺等の被害に遭いかねないと

いう危惧があります。 

  マイナ保険証においても、多くの医療機関での危機トラブルや業務負担の増

加、紙の保険証の新規発行の停止により、医療機関の窓口で、利用者の保険情

報を確認する証明書は、期限切れ保険証の暫定的運用含め、少なくとも９種類

も混在する異常事態となっております。 

  また、情報の利活用の観点から言いますと、民間業者等は、利用者本人の同

意があれば、マイナポータルＡＰＩを活用し、マイナポータル上の個人に関す

る情報を取得できる仕組みとなっております。マイナポータルＡＰＩが利用で

きる範囲も、各省庁が判断をし、国会審議を経ずに拡大が可能です。 

  包括的同意を求められる等の、本人同意の在り方に問題がある点、既にマイ

ナポータルＡＰＩで提供されている情報に加えて、今回拡大する業務も対象と

なれば、より一層プロファイリングが進み、選別や排除、不当な差別や不公平

が助長されかねないと、国会でも指摘をされております。 
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  現在、町民の皆様への普及率も向上し、様々な利便性の向上に寄与している

部分はあると考えますが、マイナンバー制度については反対の立場で討論とい

たします。 

  また、予算審議の際、住民の福祉向上、子育て支援の視点から、学校給食の

無償化、子ども医療費の窓口無償化など、様々な住民要求の実現に向けての取

組を進めていただくことを求めました。 

  学校給食は、県の交付金による減免や、国の臨時交付金の活用が行われたこ

と、子ども医療費の窓口無償化は、令和７年度に一定の進捗があり評価される

ものですが、さらなる要求の完全実現、これを求めたいと考えます。 

  国民健康保険特別会計について述べます。 

  国民健康保険の都道府県化により、2024年度全国の約４割の自治体で保険料、

税が値上げされ、払いたくても払えない状況が広がっています。さらに社会保

険の加入条件が拡大され、国保加入者が減り、財政が悪化しています。 

  安定した制度のためには、国の財政負担をかつての水準、医療費の45％に戻

すなど、抜本的な改革が求められます。また、保険税の３方式への統一や、納

付は原則口座振替とし、滞納者には預金差押えや地方回収機構と連携し、移管

を進め、収納率向上の取組を図るという点で、加入者の保険税の大幅値上げや、

厳しい取立てが懸念される状況となっていることも述べておきます。 

  介護保険特別会計について述べます。 

  高齢者は増え、介護を必要とする人は増えているのに、介護で働く若い人は

激減し、高齢者が高齢者を支えているという深刻な事態となっています。 

  これを改善するためには、大幅な処遇改善が求められます。社会保障である

はずの介護保険制度は、見直すべきです。 

  後期高齢者医療特別会計について述べます。 

  昨今の物価高騰の中、高齢者の急激な貧困化が進んでいることが大きな問題

とされています。医療で高齢者を差別する制度ではなく、負担を軽減する制度

へと見直すべきとの立場から、反対をいたします。 
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○議長（□井 成人） 他に討論される方はございませんか。 

  10番、山本議員。 

○10番（山本 章） 私は、一括上程されました認定第１号令和６年度明和町一

般会計歳入歳出決算認定、認定第２号 令和６年度明和町斎宮跡保存事業特別

会計歳入歳出決算認定、認定第３号 令和６年度明和町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定、認定第４号 令和６年度明和町住宅新築資金等貸付事業特

別会計歳入歳出決算認定、認定第５号 令和６年度明和町介護保険特別会計歳

入歳出決算認定、認定第６号 令和６年度明和町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定、認定第７号 令和６年度明和町水道事業決算認定、認定第８号 

令和６年度明和町下水道事業決算認定について、賛成の立場から討論をいたし

ます。 

  令和６年度の決算では、一般会計をはじめ各特別会計、事業会計が適切に執

行され、町民の生活を支える様々な施策が着実に進められてきたことを評価い

たします。将来を見据えた取組が進められてきた点も、大切な成果だと感じて

います。 

  一方で、これからの財政運営においては、執行した事業が、町民の暮らしに

どのような形で実を結んでいくのかを、より丁寧に示していくことが必要だと

感じています。 

  人口減少や高齢化、インフラの老朽化といった課題がある中で、費用対効果

や持続可能性を意識した運営がますます大切になってきます。特に、都市計画

や教育、デジタル化、防災といった分野では、単年度での取組にとどまらず、

長期的な視点で、町の未来を見据えた投資として積み上げていくことを期待し

ています。 

  今回の決算認定は、そうした取組の土台となるものと理解し、今後も議員の

一員としてしっかりと見守り、必要に応じて意見を届けていきたいと考えてお

ります。 

  以上の理由から、令和６年度の決算は認定に値すると判断し、賛成いたしま
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す。 

○議長（□井 成人） 他に討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号の採決 

 

○議長（□井 成人） これから一括上程した各議案の採決を行います。 

  まず、認定第１号 令和６年度明和町一般会計歳入歳出決算認定を採決しま

す。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第１号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成多数です。 

  したがって、認定第１号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第２号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第２号 令和６年度明和町斎宮跡保存

事業特別会計歳入歳出決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第２号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン
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を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、認定第２号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第３号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第３号 令和６年度明和町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第３号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 賛成多数です。 

  したがって、認定第３号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第４号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第４号 令和６年度明和町住宅新築資

金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 
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  認定第４号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、認定第４号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第５号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第５号 令和６年度明和町介護保険特

別会計歳入歳出決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第５号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ、押し間違いはございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  賛成多数です。 

  したがって、認定第５号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第６号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第６号 令和６年度明和町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 
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  認定第６号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 賛成多数です。 

  したがって、認定第６号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第７号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第７号 令和６年度明和町水道事業決

算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第７号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン

を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、認定第７号は委員長の報告のとおり認定されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第８号の採決 

 

○議長（□井 成人） 続きまして、認定第８号 令和６年度明和町下水道事業

決算認定を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  認定第８号は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタン
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を、反対の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） なしと認めます。 

  賛成全員です。 

  したがって、認定第８号は委員長の報告のとおり認定されました。 

  以上で、一括上程した各議案の認定を終わります。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第73号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第８ 議案第73号 令和７年度総体－２ 総合体育

館運営管理事業Ｄｒｅａｍオーシャン総合体育館長寿命化天井改修工事 請負

契約を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（下村 由美子） ただいま上程されました、議案第73号 令和７年度総

体－２総合体育館運営管理事業Ｄｒｅａｍオーシャン総合体育館長寿命化天井

改修工事 請負契約につきまして、その提案理由の説明を申し上げます。 

  本件は、去る９月18日に執行いたしました一般競争入札により、落札した業

者と請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号の規定並びに議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より、議会の議決をお願いするものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、

お認めいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（□井 成人） 総務課長。 
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○総務課長（朝倉 正浩） それでは、議案第73号 令和７年度総体－２総合体

育館運営管理事業Ｄｒｅａｍオーシャン総合体育館長寿命化天井改修工事の請

負契約の詳細説明を申し上げます。 

  追加議案書の３ページをご覧いただきたいと思います。 

  契約の目的は、令和７年度総体－２総合体育館運営管理事業Ｄｒｅａｍオー

シャン総合体育館長寿命化天井改修工事でございます。 

  契約の方法は、一般競争入札です。 

  契約金額は、１億4,388万円、うち消費税が1,308万円でございます。 

  契約の相手方は、三重県多気郡明和町大字行部597番地５、株式会社土屋建

設、代表取締役土屋忠でございます。 

  それでは、資料の１－４－１をご覧いただきたいと思います。 

  工事の名称は記載のとおりでございます。 

  入札の日時は、令和７年９月18日午後４時でございます。 

  入札の結果は、下の表のとおり、一般競争入札による入札公告の結果、２社

が参加、株式会社土屋建設が１億3,080万円で落札いたしました。 

  次のページをご覧ください。 

  請負金額は、消費税を含めて１億4,388万円でございます。 

  設計金額は、消費税含むが１億4,589万5,200円、消費税抜きが１億3,263万

2,000円でございます。 

  予定価格は、消費税含むが１億4,589万5,200円、消費税抜きが１億3,263万

2,000円でございます。 

  最低制限価格は、消費税含むが１億3,422万3,100円、消費税抜きが１億

2,202万1,000円でございます。 

  落札業者は記載のとおりです。 

  工期は、契約の日から令和８年３月13日限り。 

  工事場所は、明和町大字坂本地内でございます。 

  この工事の概要につきましては、教育課長からご説明をいたします。 
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○議長（□井 成人） 続きまして、教育課長。 

○教育課長（西村 正樹） 工事の概要につきましては、議案資料で追加分の15

－３－１をご覧ください。サムネイル５をお願いいたします。 

  今回の、Ｄｒｅａｍオーシャン総合体育館の長寿命化工事では、図面で着色

しております箇所が対象でございます。 

  主な内容は、アリーナの天井の張り替え、ＬＥＤ照明の設置、そして火災報

知器の更新でございます。あわせて柔剣道場、事務室、トレーニング室、更衣

室、その他諸室についてもＬＥＤ照明と火災報知機を更新いたします。 

  工期は、先ほど申しました令和８年３月13日までと予定しております。 

  以上の内容で契約を締結するに当たり、議会の承認を賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

○議長（□井 成人） 詳細の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

  質疑される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで議案第73号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論をされる方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

  これから、議案第73号 令和７年度総体－２総合体育館運営管理事業Ｄｒｅ

ａｍオーシャン総合体育館長寿命化天井改修工事請負契約を採決します。 

  議案第73号は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反

対の方は反対のボタンを押してください。 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 
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  したがって、議案第73号は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第74号の上程～採決 

 

○議長（□井 成人） 日程第９ 議案第74号 令和７年度明和町一般会計補正

予算（第３号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（下村 由美子） ただいま上程されました議案第74号 令和７年度明和

町一般会計補正予算（第３号）につきまして、その提案理由の説明を申し上げ

ます。 

  本件は、歳入歳出予算に2,400万円の追加をお願いするものでございます。 

  歳出は、総務費で施設の修繕料と共創ＤＸ事業に係る経費を追加しておりま

す。 

  歳入は、国庫補助金及び基金繰入金でございます。 

  詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、よろしくご審議の上、

お認めいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（□井 成人） 提案理由の説明が終わりましたので、詳細の説明を求め

ます。 

  一般会計補正予算第３号の、予算に関する説明書の９、10ページ、歳出から

お願いします。 

  総務課長。 

○総務課長（朝倉 正浩） ２款・総務費、１項・総務管理費、４目・財産管理

費、10節・需用費の施設等修繕料で200万円の追加補正をお願いしております。 

  また、追加議会資料の１－４－３をご覧いただきたいと思います。 
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  こちら、庁舎議会棟の屋上の写真でございますが、屋上の防水の劣化により、

議会棟への雨漏りが発生しているもので、防水修繕を行うほか、本年度に入り

これまで庁舎の玄関の自動ドアの故障や、トイレの故障などもあったことから、

今後の緊急修繕等も見込みまして、200万円の追加補正をお願いするものでご

ざいます。 

○議長（□井 成人） 続いて、まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（中井 清央） ５目・総合行政システム費に2,200万円

の追加補正をお願いしております。 

  こちらは、共創ＤＸ事業に係るもので、新しい地方経済・生活環境創生交付

金の地方創生型、いわゆる第２世代交付金の採択を受け、予算計上したもので

ございます。 

  内訳としましては、消耗品が100万円で、周知やＰＲなどの必要なノベルテ

ィなどの経費です。委託料が2,100万円で、３つの委託事業を計画しておりま

して、１つ目が、町の未来を描くビジョンづくりで、将来像と重点テーマを明

確にした羅針盤を作るための地域共創ビジョン策定支援委託に600万円、２つ

目が、町民の日常から参加できる仕組みづくりで、スマホで意見を送ったり、

町外の人も関われる環境を整えるための参画動線整備支援委託に1,000万円、

３つ目は、小さな対話の場、いわゆる共創セッションで、身近なテーマで行政

と住民が一緒に考え解決策を形にするための周知ＰＲ業務委託として500万円

です。 

○議長（□井 成人） 歳出の説明が終わりましたので、続きまして、７、８ペ

ージ、歳入をお願いします。 

  まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（中井 清央） 15款・国庫支出金、２項・国庫補助金、

１目・総務費国庫補助金、１節・総務費補助金は1,100万円を追加しておりま

す。 

  新しい地方経済・生活環境創生交付金の地方創生型で、歳出の総合行政シス
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テム費に計上した共創ＤＸ事業に係るもので、補助率は２分の１でございます。 

  続いて、19款・繰入金、２項・基金繰入金、６目１節・財政調整基金繰入金

は1,300万円を追加しております。 

  歳出の追加による一般財源の不足分を、財政調整基金繰入金で調整しており

ます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（□井 成人） 詳細の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。 

  質疑される方はございませんか。 

  ３番、北岡議員。 

○３番（北岡 泰）財産管理費で200万円の修繕費ということなんですが、あち

こち悪くなってきて、これからどうしていくんだろうという方向性をちょっと

お伺いしたいんですが、庁舎の新築というのも、まだまだ遠いかも分かりませ

んし、これから国のほうは、この前も申し上げたように、賃金等を1.5倍に上

げていこうという方向性で進んでいきますと、昔の新築の計画を一旦まちづく

りが出していただいたと思いますけれども、15億から20億必要だという話でお

話を一遍聞いているんですけれども、なかなか前へは進まないと。 

  全然使い手が見つからない上御糸小学校なんかの部分を、やっぱり活用して、

時間稼ぎをするかも分かりませんけれども、そちらのほうに庁舎移転して、安

全な庁舎で生活をして、事業をしていただくほうがいいのではないかなという

ふうに思うことがあるんですけれども、そこら辺も含めて、あと雨漏り等はど

のくらい前から気がついて、検討してみえたのか、その辺もちょっとお伺いし

て、説明をしていただきたいと思います。 

○議長（□井 成人） 総務課長。 

○総務課長（朝倉 正浩） まず、最初の雨漏りの件でございます。 

  雨漏りに関しましては、ちょっと私も認識していなかった、甘かったことも

あるのですが、昨年くらいから、前に建築士の関係の技術を持った方がおった
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時代から少し認識はあったようでして、１回天井のほうも見ていただいて、実

はトイレの部分でございまして、そこを見てもらいました。その時はなかなか

分からないで、もうちょっと状況を見ましょうというまま、よく言えばあんま

り対策してこれなかったのが現状ですので、ちょっと１年以上前から、ある程

度大雨が降ると漏れるという状態で、貼り紙をしていたという状況でございま

した。 

  ちょっと前回、最近またご指摘もいただきましたので、私もちょっと天井上

って見たところ、そもそも防水シート自体が剥がれていて、劣化が大分激しく

なっていたのを確認しましたので、ちょっと今回急な補正でございますが、お

願いをした状況でございます。 

  なお、ほかにも庁舎老朽化によります、昭和35年建築ということで、税務課

のあたりの部分もあるのですが、これまたちょっと違う関係で漏れているのも

ありますので、なかなか難しい点もございます。 

  先ほど、議員からもありましたように、新庁舎なのかどういう対策か別にし

て、あまり多額の費用をかけて大規模改修というのは厳しいということもござ

いますので、そのあたりで総合的に考えて取り組んでいきたいと思います。 

  あと、メンテナンスとかトイレの関係も、度々いろいろな議員の皆さんから

ご指摘いただいておりますが、そのあたりも今後の進捗を踏まえて、また近々

一定の方向性を出していきたいというふうに考えております。 

○議長（□井 成人） ３番、北岡議員。 

○３番（北岡 泰） たしか、一級建築士の職員さんも入っていただいたという

ふうに伺っておりますので、一遍どのくらい具体的に上御糸小学校を活用した

場合、お金がかかるのかとか、具体的に一遍進めていただくというふうに、新

庁舎はもうほとんど財源ない、国が３億位予算を取ってくれた期間は過ぎてし

まいましたので、そこら辺も含めてどんなふうにされていくのか、お考えをま

とめていただけたらなあと思うのですがいかがでしょうか。 

○議長（□井 成人） 総務課長。 
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○総務課長（朝倉 正浩） 上御糸小学校に関しましては、過去から跡地利用の

もっと前から、令和に入ってからも、庁舎にできるかとか、修正小学校のとき

もあったのですが、面積の要件とかあって全部は移転無理だなと過去に検討し

た経過がございます。 

  今情勢も変わってきましたので、改めて検討はしたいのですが、上御糸小学

校については、また違う角度で、別の観点からも検討もしていますので、その

あたりどういう活用がいいのかも含めて、町としてまた見解を出していきたい

というふうに考えております。 

○議長（□井 成人） ３番、北岡議員。 

○３番（北岡 泰） 教育委員会は、総合体育館のほうへ変わっていただくよう

な形になると思いますし、斎宮跡はもう交流センターに３年間と言わずずっと

おっていただいて、施設管理も含めて進めていただきますと、庁舎自体の収容

の課も減っていきますので、そこら辺も含めて、ぜひ検討していただきたいと

思うんですけれども、町長はいかがでしょうか。 

○議長（□井 成人） 町長。 

○町長（下村 由美子） なかなか、新庁舎が建てられたらすごくいいことなん

ですが、新庁舎、それから防災センターというふうな形で、国の基金なり補助

がいただけるのなら、そういう方向もひとつ努力をしていきたいとは思ってい

ますけれども、上御糸小学校の話なんですけれども、以前計算させてもらった

ときに、お金のことはあれなんですが、10億くらいかかってしまう。それを結

局単費でやっていったときに、そこら辺のバランスを考えたときに、上御糸小

学校で全てが対応できるわけではなかったので、ちょっと断念したという経緯

もあります。 

  先ほど、総務課長が言いましたように、またどれだけの費用がかかるのかと

いうことも、見比べながら、補助金もらいながらやって本当に単費が少なかっ

たらやれますが、全て町の単費でやらなくてはいけなくなるのであれば、それ

を新庁舎のほうへ投入したほうがいいのかとか、そういうことも考えていかな
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いといけないかなというふうに思っています。 

  今回、今年から斎宮跡文化観光課がいつきのみや地域交流センターへ行き、

そして今回、来年度の４月から、教育委員会が総合体育館へということで、ち

ょっと庁舎のほうの負荷を、少しでもどこかへ分散できるようにというふうに、

というふうな形も考えて、そういうふうにさせていただきますし、また今まで

は、昔は総合体育館のほうに教育委員会があって、こちらへ本庁のほうへみん

なが来たという、それは利便性というか、会議であるとか、その辺の部分で利

便性のことを考えてしたんですけれども、今回、オンラインであるとかＺｏｏ

ｍであるとか、そういうふうな形の、割とＩＴの関係がうまくできるというこ

とを分かってきましたし、そこら辺も含めて、そういうふうな分散できるよう

な分があるのかどうかということも含めて、検討していきたいと思っています。 

○議長（□井 成人） 他に質疑される方はございませんか。 

  ４番、中井議員。 

○４番（中井 啓悟） ４番、中井です、よろしくお願いします。 

  決算特別委員会でも言わさせていただいたような内容で、ちょっと重複する

んですけれども、共創ＤＸ事業でございます。 

  決算特別委員会のときにも言わせていただきましたけれども、ああは言った

ものの、認めてきたのは我々というところもあります。期待を込めて、成功を

当然するものだと信じてきたところ、ここに来て、うんと思うようなところが

あるので、この共創ＤＸについても同じような思いを持っております。 

  で、先ほどまちづくり戦略課長、いろいろ言っていただいたんですけれども、

もうちょっと町民へのメリットがどこにあるのか、具体的に想定しているのか

というところ。それから、同じような事業とか計画も含めてですけれども、そ

ういうふうな重複している部分はないのかなというふうに思ったのと、あと、

そのすみ分けというのはしっかり明確化できているのかなというところです。 

  どこに委託するのかとか、考え方も含めてちょっとお答えお願いします。 

○議長（□井 成人） まちづくり戦略課長。 
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○まちづくり戦略課長（中井 清央） 共創ＤＸ事業の期待されている効果とか、

今までとかぶっていないのかというそういう部分の質問ですけれども、今まで

もちょっと説明のほうさせていただいたかも分かりませんけれども、2040年問

題、これから人口も減少して、労働力も減っていくと、それで負担も出てくる、

その結果サービスが低下してくるんじゃないか、これはもう前から全国的にも

言われていることなんですけれども、そこに向けて、対策を打っていかなけれ

ばならない。 

  そこから逆算して、その2040年にはどうあるべきかから逆算していくと、今

何をすべきかということを考えていくためのビジョンになってきます。 

  そこで今回の、国の交付金を活用しながらビジョンを策定して、そこから遡

ってどういうことをやっていかなければならないかという部分を、町民の皆様

とか、関係人口の方とか、そういうところと確認をして、進めていかなければ

ならないと考えております。 

  で、もう一つ３つ目のＰＲの部分ですけれども、ここ若干、フロントヤード

改革事業という部分を昨年度実施したところで、この辺、国のほうとも連携し

ながら、ＰＲの部分、皆さんに知っていただけなければ、同じように町民の皆

様から見て、何をやっているか分からないという結果につながりますので、や

っぱりＰＲの部分というのは大事ということも分かってきましたので、そこに

もしっかりと力を入れて、2040年が実際どういう問題がなってくるかというこ

と自体もしっかりと周知しながら、そのゴールに将来像、しっかりとした将来

像に向けてゴールをしていくための、今回ビジョン策定でございますので、こ

のあたりはしっかりとつくっていきたいと考えております。 

○議長（□井 成人） ４番、中井議員。 

○４番（中井 啓悟） 確か、先だっての総務産業常任委員会協議会のときにも、

ちょっと軽く触れてもらったかなとは思うんですけれども、取りあえず、含め

庁舎の、ＤＸ事業含めちょっとまとめていくというようなところも、ちょっと

意識はさせてもらったんですけれども、先ほど課長言われたように、町民さん
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へのＰＲが足らないというようなところというのは、これも再三言っているん

ですけれども、町民のパブコメアンケートでも出ているように、もう観光とこ

のようなＤＸというのにあまり予算使うよりは、ほかの暮らしや生活に使って

くださいというような意見がもろに出ていたと思うんです。 

  やっぱりそこら辺もしっかり意識しながら、これはこの事業にというよりは、

考え方として、国からの補助金が出るからとか、県、国の補助率が高いという

ようなものに飛びついてはいないとは思いますけれども、そこを強調してよく

言われることあるんですけれども、やっぱり目に見えないお金というのは動い

てきます、職員の動くお金とかね。そこら辺もしっかり意識して、本当に将来

的に町民さんメリットになるのかどうかということ。 

  それから、説明するときにやっぱりそこら辺僕ら素人なんで、しっかり分か

るように、我々も勉強しますけれども、分かりやすく、今後も説明いただくと

助かります。お願いします。 

○議長（□井 成人） 他に質疑をされる方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 質疑される方がないようですので、これで議案第74号の

質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論される方はございませんか。 

（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 討論される方がないようですので、これで討論を終わり

ます。 

  これから、議案第74号 令和７年度明和町一般会計補正予算（第３号）を採

決します。 

  議案第74号は原案のとおり決定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対

の方は反対のボタンを押してください。 

  押し忘れ等ございませんか。 
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（「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） 賛成全員です。 

  したがって、議案第74号は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣の件 

 

○議長（□井 成人） 日程第10 議員派遣の件を議題とします。 

  会議規則第128条の規定によって、タブレットに配付しました明和町議会災

害対策本部設置規定に係る災害対策支援活動について、議員派遣を行いたいと

思います。 

  なお、災害対策支援活動の実施に当たっては、議長に一任願いたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  よって、議長に一任することに決定いたしました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○議長（□井 成人） 日程第11 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題と

します。 

  総務産業常任委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配付し

ました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありました。 

  お諮りします。 
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  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○議長（□井 成人） 日程第12 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題と

します。 

  教育厚生常任委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配付し

ました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありました。 

  お諮りします。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 
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○議長（□井 成人） 日程第13 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題と

します。 

  議会改革特別委員会委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に

配付しました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありま

した。 

  お諮りします。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○議長（□井 成人） 日程第14 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題と

します。 

  小学校建設等調査特別委員会委員長から、会議規則第75条の規定によって、

お手元に配付しました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出

がありました。 

  お諮りします。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 
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  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○議長（□井 成人） 日程第15 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題と

します。 

  議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配付しまし

た所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありました。 

  お諮りします。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（□井 成人） ご異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

  これで、閉会中の所管事務調査の件を終わりとします。 

  ここで、先日の宇田議員の一般質問の答弁で、産業振興課長より追加の説明

がありますので、発言を許可したいと思います。 

  産業振興課長。 

○産業振興課長（肥留間 誠） 失礼いたします。 

  定例会の１日目、宇田議員の一般質問に際しまして、答弁の一部に漏れとい

うか不十分な点がございましたことから、議長の許可をいただき追加の答弁を

させていただきたいと思います。 

  議員の質問の中で、海の資源を生かした観光についてのご質問の中で、下御



－303－ 

糸漁港におけます今後10年程度の維持管理費が幾らくらいかかるのかというお

問合せをいただいておりました。 

  この折、管理計画等に基づき必要に応じて補助金を活用しながら実施すると

お答えをさせていただいたところでございますが、見込みの金額等を明確にお

答えしておりませんでした。 

  このため、維持管理費用が年間50万円の修繕料のみであるような、回答とも

受け取れるようなことでございましたことから、答弁を補完させていただきた

いと考えております。 

  現在、下御糸漁港沖の保全計画に基づく基本計画では、航路浚渫を４年に１

回程度実施する予定でございますが、平成29年度の実施以降、漁港の利用状況

や財政理由から、実際には実施できていない状況でございます。 

  今後10年で２回程度の浚渫を実施した場合の概算事業費として、総額で約１

億から１億5,000万円程度要する見込みであり、２分の１を国庫補助とすると、

約5,000万から7,500万程度の費用が見込まれるというところでございます。 

  以上、追加の答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（□井 成人） 以上で、追加の説明を終わります。 

─────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

 

○議長（□井 成人） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

  会議を閉じます。 

  これにて、令和７年第３回明和町議会定例会を閉会します。 

  最後に、町長、ご挨拶をお願いします。 

○町長（下村 由美子） 令和７年度第３回定例会、どうもありがとうございま

した。提出させていただいた全議案お認めいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 
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  今日は、朝本当に秋のような気候になってきて、この議会が始まったときに

はすごく暑かったんですが、これからはいい季節に少しはなるのかなと思って

います。また、これからこのいい季節に伴ってかどうか分かりませんが、町内

でも、いろんな行事であるとか、催しものそれからイベント等がありますので、

またできる限りご都合がつけば、参加をお願いしたいと思います。 

  本当に、定例会どうもありがとうございました。 

○議長（□井 成人） ありがとうございました。 

  これにて散会します。 

  ご協力誠にありがとうございました。 

 

 

（午前 10時 11分） 

─────────────────────────────────────────── 

 


